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 8 月 26 日から 28 日まで、社会科学研究所（社研）は夏期合宿研究会として三陸海岸の現状















8 月 26 日 JR 一ノ関駅→南三陸町→気仙沼市 
8 月 27 日 気仙沼市→陸前高田市→大船渡市→三陸鉄道盛駅…三陸駅→吉浜海岸→ 
      →釜石市平田（へいた）仮設住宅→釜石市 
8 月 28 日 釜石市→JR 鵜住居（うすのまい）駅跡→大槌町役場前→（山田町）→ 
      →（宮古市）→田老町→JR 盛岡駅 
 











































一つのイベントが入っていた。普段は 1～2 両編成だが、われわれのために 3 両編成となってい









平成 23 年 3 月 11 日に発生した大津波により、吉浜での犠牲者は行方不明者 1 名でした。た
だ、隣町の老人ホームに入居していた吉浜の人たちの犠牲者は 11 名にも上りました。 
その外、民家 4 戸・民宿 1 棟が被災し漁協事務所や倉庫は水没、養殖筏や定置網の漁業関係











 平成 26 年 3 月 11 日 
 吉浜地区津波記憶石建立実行委員会 
 （地区内 9 自治会 小・中学校 有志 地区公民館） 
 
われわれはそこから釜石市の平田（へいた）仮設住宅を見学した。三陸鉄道が事前に調整し
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でに待っていてくれた。雨脚が激しくなったちょうどそのとき、まず 5m の防潮堤に上り、そ
の配置を見た。上った場所は二重になっている防潮堤が交わったところで、第二防潮堤の方が
津波で破壊され、その無残な姿をさらしている一方、第一防潮堤の方は残っていた。その違い
は建造方法の違いにもよるらしいが、いずれにしても大規模な防潮堤構造体は、もともと完全
に津波を防ぐために作られたわけではなく、津波を分散し、波が防潮堤を越えて住宅地に来襲
する時間を稼ぐようにできているということだった。説明をしてくれた女性によると、防潮堤
があるから大丈夫と安心していたところが問題だったのであり、津波経験の継承が何より重要
だということを強調していた。 
雨の激しいその現場から説明を受ける場所を変えるためにバスに乗り込み、迂回して同町の
「たろう観光ホテル」の前を通過し、地区総合庁舎そばの一軒家に向かった。このホテルは 6
階建てで、2 階までは完全に鉄骨だけになり、3 階はかろうじて壁が残るものの、津波で内部は
破壊されていた。4 階から上が元の姿を保っている。その建物は災害遺構として残されるとの
こと。語り部の女性は、もとはそのホテルに勤めていたとのことだった。移動した場所で、た
ろう観光ホテルの社長がホテルから撮った津波のビデオをまず見ることができた。われわれは
各地の津波の実情をインターネットの動画サイトで現在も見ることができるが、そこで見たビ
デオはそうした動画サイトでは見ることができない貴重なものだった。白い波頭が崩れながら
田老漁港に押し寄せ、防潮堤を越えて住宅地になだれ込んでくるシーンが衝撃的だった。 
私にとって、今回の視察の中で印象的だったのは、陸前高田市とこの田老地区だった。防潮
堤の上から住宅地区を見ると、きわめて小さな町であることがよく分かる。このような小さな
地区だけにどうして他の町々にはない大規模な防潮堤構造体が建築されたのか、疑問がわいた。
視察を終えて田老町のことを少し調べてみてやっと納得した。この町は、明治 29（1896）年と
昭和 8（1933）年の大津波で、二度ともほぼ全滅に近い打撃を受けたところだった。恐らくそ
の後の復興事業の中で、この町の防潮堤は、全復興事業の象徴として建築されたのではないだ
ろうか。防潮堤に加え、住宅地から山の高台へ逃れる通路も念入りに整備されている。そうし
た防災のための努力を、3.11 の津波は軽々と乗り越えてしまった。ビデオを見ながら説明して
くれた現地の女性は、だからこそ記憶の伝承が重要であることを何度も強調していた。 
3 日間のバスでの移動中、われわれに同行してくれた三陸鉄道担当職員は、大船渡市に勤務
していた 3.11 当日の経験、あるいは復興に関わる行政・住民の現状について説明をしてくれた。
また大矢根事務局長は、震災後に通い続けた現地の行政や人々との交流の中で得られた知見を
披瀝してくれた。そして宮古市からの帰路、震災後何度か訪れている参加所員たちから、今回
の視察直後の率直な感想を伺った。以下では、そうした参加各所員のこの 3 日間の直接的な見
聞が、それぞれの論考としてまとめられているはずである。 
